
李
信
範
自
筆
兵
事
記

　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
勢
所
藏

　
　
保
元
元
年
六
月
廿
一
日
の
條

同
上
裏
面
文
書

　
　
　
　
　
近
講
公
電
家
所
藏

　
　
　
大
外
記
清
原
頼
業
書
状
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兵
範
疇
に
就
い
て

　
　
　
　
－
旨
筆
海
の
研
究
一

　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
西
田
直
二
郎

　
　
　
　
序
　
雷

　
兵
範
記
は
兵
部
卿
李
信
範
の
日
記
で
あ
っ
て
、
叉
の
名

人
追
記
に
よ
っ
て
も
世
に
知
ら
れ
、
其
他
兵
強
記
、
信
範

記
な
ご
の
異
名
を
有
す
る
臼
記
で
あ
る
。

　
此
日
記
の
解
題
に
つ
い
て
は
、
星
野
博
士
が
早
く
更
學

難
誌
第
三
病
歴
世
記
論
考
の
中
に
説
か
れ
て
居
り
、
叉
吏

料
こ
し
て
は
、
此
日
記
が
至
徳
天
皇
の
御
時
よ
り
、
近
衛

後
臼
河
、
二
條
、
六
條
、
高
倉
の
六
帝
の
御
代
に
亘
り
、

其
問
年
次
の
尊
重
は
あ
る
け
れ
ご
も
、
李
安
朝
末
期
の
有

力
な
る
も
の
ざ
し
て
已
に
知
ら
れ
て
み
る
。
殊
に
此
時
代

は
政
治
上
就
會
上
の
墾
縛
期
で
あ
っ
て
、
義
姉
研
究
者
の

多
く
興
味
を
惹
く
時
代
で
あ
り
。
攣
働
こ
し
て
は
保
元
李

治
の
二
面
が
あ
る
時
代
で
あ
る
。
此
時
代
に
於
て
兵
旧
記

　
　
　
第
一
懸
　
叢
設
　
兵
範
認
に
就
い
て

は
保
元
瓢
に
關
し
て
は
唯
一
の
根
本
史
料
で
あ
う
、
餓
前

の
輕
過
、
戦
の
顛
末
、
乃
至
瓢
後
に
於
け
る
反
徒
の
露
分

其
所
領
の
没
取
等
に
つ
い
て
最
も
信
懸
す
べ
き
資
料
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
他
鳥
朋
院
美
編
門
院
の
動
静
、

或
は
左
大
臣
頼
長
に
劉
す
る
世
評
は
此
日
記
に
よ
っ
て
よ

く
窺
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
○
街
ほ
、
嘉
癒
元
年
に
於
け
る

叡
山
事
件
は
記
者
自
ら
も
其
事
に
座
し
π
こ
ご
で
あ
る
か

ら
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
又
此
時
代
著
し
く
現
は
れ
回
る

公
家
ご
武
士
こ
の
衝
突
の
記
事
、
或
は
他
の
方
面
に
は
江

家
交
庫
の
焼
失
、
大
山
寮
試
等
の
記
事
が
あ
b
、
其
他
儀

式
典
禮
の
こ
ご
に
關
し
て
は
記
事
め
精
細
を
以
て
有
職
故

京
の
研
究
酒
に
ご
り
て
最
も
悦
ば
れ
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

是
等
の
事
は
此
庭
に
多
く
言
ふ
を
須
ひ
な
い
、

　
而
し
て
叉
此
日
記
は
脇
士
せ
ら
れ
て
世
に
流
布
す
る
も

の
稀
れ
で
は
な
い
が
完
全
な
る
も
の
な
く
、
流
奮
の
も
の

に
は
互
に
出
歯
秩
存
が
同
じ
く
な
く
、
傳
爲
の
際
に
於
け

る
魯
魚
の
誤
り
の
多
い
こ
ご
も
此
日
記
の
元
め
甚
だ
悲
し

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
七
三
　
　
（
M
幽
山
ハ
○
）



第
一
巻
　
叢
訊
　
兵
範
記
に
就
い
て

む
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

　
然
る
に
数
年
前
、
偶
タ
京
都
大
學
が
所
藏
す
る
兵
範
乱

撃
寓
本
を
見
、
之
れ
を
調
査
し
行
く
に
、
理
れ
兵
範
記
の

黒
表
な
る
兵
部
卿
李
信
範
其
人
の
自
筆
本
な
る
を
…
選
定
す

べ
き
も
の
で
あ
る
を
知
り
、
且
つ
此
の
古
爲
本
の
裏
面
に

於
て
数
百
の
古
文
書
を
見
る
こ
ご
を
得
、
李
安
朝
末
期
の

新
史
料
を
獲
π
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
以
下
聯
か
是
等
に
つ

き
述
べ
セ
く
思
ふ
Q

　
此
の
古
寓
本
の
研
究
に
先
ち
、
吾
人
は
李
信
範
の
家
ご

其
地
位
を
略
箭
し
て
、
記
者
信
範
の
周
園
を
胆
か
に
し
、

蒙
ね
て
此
の
煩
雑
な
る
古
監
本
研
究
の
基
礎
知
識
こ
な
し

π
く
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
糊
口
記
の
家

　
信
範
の
旧
記
、
官
歴
な
ざ
に
つ
い
て
は
此
庭
に
多
く
池

ぶ
る
を
避
け
、
只
、
信
範
が
保
安
二
年
に
文
章
生
こ
な
り

歴
遽
し
て
中
宮
椹
少
進
、
三
人
、
安
藝
構
守
、
左
京
橿
大

夫
、
備
後
構
守
、
右
少
辮
、
甲
斐
標
守
、
棲
右
申
辮
、
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
二
　
聴
馳
　
　
　
　
七
加
悶
　
（
閃
工
ハ
一
）

な
り
途
に
仁
安
二
年
に
は
藏
人
頭
こ
な
り
、
承
安
三
年
兵

部
卿
に
至
り
、
二
年
の
後
、
治
承
元
年
六
十
六
才
を
以
て

官
を
罷
め
出
家
し
把
こ
ご
の
大
聖
を
記
し
て
概
き
π
い
。

叉
信
範
の
家
は
数
代
以
前
よ
り
累
代
の
人
が
、
日
記
を
記

し
、
平
等
の
日
記
は
其
時
代
に
於
て
、
故
實
典
禮
を
放
ふ

る
上
に
重
要
競
せ
ら
れ
て
居
つ
把
ご
云
ふ
こ
ご
は
吾
人
の

此
兵
聖
職
研
究
の
上
に
於
て
少
な
か
ら
ず
關
係
の
あ
る
こ

ご
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
之
れ
に
つ
き
少
し
く
述
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
　
吻

　
即
ち
幽
幽
㎜
か
ら
云
へ
ば
、

租曾五
器耐代

弟父灘

父

否
親
信
に
は

李
範
國
に
は

李
行
親
に
は

季
知
信
に
は

父
の
従
弟
　
李
定
家
に
は

　定　　知　行範親

舞玄鶴信
　臣　　臣　臣臣卿
　言己　　　　言己　　　言己　言己　言己

ルい　　　　　　　め　ぬ
ぶ四よ天ぶ元よ大年長年長年天

撃墜韻塗・三元・延
及平年　及延年記元記元組二
NPtrv一V　v－y・・一tW｝’…v’一”



兄
馨
に
は
時
評
鷲
嵩

上
が
あ
り
、
斎
月
上
卿
の
後
に
て
信
範
ご
同
時
代
の
季
範

家
其
他
親
信
の
子
季
時
範
に
も
疑
記
が
み
っ
た
や
う
で
め

る
○
籐
事
で
は
あ
る
が
此
一
家
は
丈
學
あ
る
も
の
少
か
ら

ず
し
て
範
國
が
宇
治
關
臼
高
野
養
蚕
記
の
記
者
な
り
こ
せ

ら
る
、
外
㍉
女
子
に
て
は
範
國
の
孫
女
、
砧
子
内
親
王
家

の
紀
伊
、
親
信
の
曾
孫
女
周
防
内
侍
の
如
き
金
葉
以
下
新

古
今
の
勅
撰
集
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
歌
人
が
あ
る
Q

　
さ
て
、
か
く
累
世
相
模
い
で
日
記
の
事
に
携
は
っ
た
か

ら
、
此
一
家
は
鼻
鏡
な
ご
に
は
「
に
き
（
日
記
）
の
家
」
ご
呼

ん
で
あ
る
。
叉
巳
に
此
の
時
代
に
於
て
も
肩
記
の
事
に
就

て
は
此
等
の
人
々
は
重
ん
ぜ
ら
れ
π
も
の
で
あ
る
こ
ご
は

左
の
記
事
に
於
て
も
其
一
端
を
窺
ふ
・
と
が
出
折
る
○
即
ち

台
記
別
記
に

　
久
安
四
年
七
月
十
一
日
、
今
日
駁
撃
入
内
日
記
二
二
人
畜

　
尋
召
集
記
入
々
、
範
家
、
行
親
、
定
家
、
時
範
、
蒔
信

　
　
　
第
一
巻
　
叢
読
　
兵
器
記
に
就
い
て

　
知
信
、

ご
あ
っ
て
旧
記
人
々
曾
』
云
ふ
語
は
よ
く
其
意
を
表
は
し
て

み
る
Q
信
範
に
重
い
ぐ
、
も
、
玉
葉
に
は
、
安
元
二
年
＋
一
月

廿
二
日
の
條
に
春
臼
詣
の
先
例
を
調
査
し
た
る
こ
こ
ろ
・

行
転
記
、
知
信
記
を
墾
照
し
覚
け
れ
ざ
も
、
爾
不
言
で
あ

っ
陀
か
ら
、
信
範
の
元
に
尋
ね
合
し
だ
こ
ご
が
記
し
て
あ

り
、
叉
其
返
答
が
載
っ
て
み
る
○
台
記
の
内
に
も
康
治
元
7

年
六
月
廿
九
口
の
入
滋
殿
御
堂
供
養
の
路
記
事
を
記
し
て

其
後
の
こ
こ
ろ
に
此
等
の
こ
ご
に
就
い
て
は
、
「
後
代
可
尋

　
ゆ
　
ゆ
　
　

見
信
範
記
」
ご
あ
っ
て
、
信
範
ε
同
時
の
人
が
信
範
の
鋸

記
が
精
細
の
記
事
を
遺
し
置
く
べ
き
こ
ご
、
ご
後
入
が
此

記
を
類
書
こ
す
べ
き
こ
ご
を
豫
め
告
げ
て
み
る
や
う
な
有

榛
で
。
信
範
ご
日
記
、
並
に
共
一
族
ご
H
記
の
關
係
を
知

る
こ
ご
が
出
軍
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
兵
範
記
は
旧
記
の
家
ご
云
は
る
家
の
H
記
で
あ
っ

て
、
羅
安
朝
の
記
録
に
は
儀
弍
上
音
の
記
事
が
多
い
の
は

常
で
は
あ
る
が
、
此
五
二
記
は
上
遠
の
如
き
其
家
の
傳
承

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
二
　
獲
　
　
　
　
　
七
五
　
　
（
酬
四
山
ハ
ニ
）



第
一
巻
　
叢
設
　
兵
範
記
に
■
就
い
て

的
關
係
が
あ
る
芝
は
注
意
を
要
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

此
兵
鉱
業
が
更
料
こ
し
て
の
勘
当
を
考
察
せ
ん
こ
す
る
上

に
於
て
も
、
又
吾
人
の
研
究
せ
ん
こ
す
る
古
倉
本
の
考
の

上
に
於
て
も
、
等
し
く
必
要
な
る
こ
ご
で
あ
ら
う
ご
思
ふ

　
省
信
範
の
家
は
、
李
氏
で
あ
っ
て
、
か
の
李
忠
盛
、
清

盛
の
流
ご
は
同
商
で
は
あ
る
が
長
く
分
れ
て
居
つ
π
○
清

盛
の
流
は
葛
原
親
王
の
子
、
高
見
王
を
瀾
こ
し
、
信
範
の

方
は
葛
原
親
王
の
子
高
工
女
を
租
こ
せ
る
も
の
で
あ
る
Q

併
し
、
此
の
二
流
は
信
範
の
時
代
に
於
て
は
姻
戚
こ
し
て

親
密
な
る
閥
係
に
あ
っ
π
の
で
あ
る
G
即
ち
信
範
の
三
時

信
の
女
子
か
ら
は
、
清
盛
の
室
（
鷹
峯
門
院
の
母
）
を
始
め

重
盛
の
室
及
び
宗
盛
の
室
を
出
し
て
み
る
○
街
其
一
女
は

後
白
河
院
の
后
建
春
門
院
で
あ
っ
て
、
高
倉
院
の
母
后
で

あ
る
G
又
、
高
倉
院
の
后
遺
命
門
院
は
さ
き
の
時
信
の
女

子
、
清
盛
の
室
の
所
生
で
あ
る
○
信
範
よ
り
言
ふ
な
ら
ば

重
縫
が
夫
れ
要
れ
清
盛
の
一
門
に
蹄
嫁
し
て
み
る
の
で
、

今
鏡
の
所
謂
、

第
三
號
甲
　
　
　
・
七
み
ハ
　
（
四
六
一
二
）

　
π
ひ
ら
の
う
ち
は
、
は
じ
め
は
一
つ
に
お
は
し
ま
し
け

　
　
　
　
（
H
記
）

　
れ
ざ
、
に
き
の
家
ご
、
世
の
た
め
に
お
は
す
る
筋
ご
は

　
久
し
く
、
か
た
が
た
き
こ
臼
給
ふ
を
、
い
つ
方
も
お
な

　
し
御
世
に
、
み
か
ご
、
后
、
お
な
じ
氏
に
榮
へ
さ
せ
給

　
ふ
め
る
Q
（
す
べ
ら
ぎ
の
下
。
ふ
六
ば
の
舩
）

ご
あ
る
も
の
即
ち
停
れ
で
あ
る
。

　
藤
原
氏
ご
信
範
の
家
こ
の
關
係
は
、
信
範
の
父
知
信
は

閥
自
忠
實
の
家
司
で
め
つ
て
、
忠
實
の
干
影
壁
も
、
「
彼
朝

　
　
（
忠
實
）

臣
事
二
野
閣
一
四
十
年
、
無
二
苛
政
一
、
叉
於
レ
余
自
三
山
服
一
至

二
大
寧
看
五
奉
行
言
言
う
て
み
る
（
塁
記
康
治
二
年
ヤ
ニ
月
三
十
口
條
）
。
信

範
も
亦
同
じ
く
恵
實
の
子
關
白
近
衛
忠
通
の
家
司
こ
な
っ

て
居
π
o
な
ほ
、
信
範
の
女
は
近
衛
撹
経
（
墓
通
の
第
二

子
）
の
母
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
信
範
の
家
は
季
清
盛
の
家
ご
姻
戚
な
る
ご

共
に
叉
近
衛
家
ご
深
き
關
係
あ
る
こ
ご
は
兵
範
記
を
史
料

こ
し
て
見
る
上
に
於
て
は
勿
論
、
叉
選
入
の
古
海
本
研
究

に
於
て
此
古
爲
本
の
由
來
を
考
へ
る
上
に
、
豫
め
記
し
お



か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
古
詳
論
の
由
來

　
京
都
帝
國
大
寄
所
志
の
兵
範
記
古
噺
本
ご
云
ふ
は
憲
子

本
に
て
二
十
四
啄
め
レ
、
篭
れ
は
同
じ
く
大
層
駈
藏
他
の

二
種
の
兵
叢
記
（
一
種
新
爲
窓
子
本
二
十
一
審
、
一
種
冊

子
本
五
十
六
冊
）
ご
共
に
李
松
子
欝
家
の
蕾
藏
で
あ
っ
把
。

　

．
何
れ
も
小
泉
畏
史
籍
年
表
に
は
探
錐
ぜ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
）

　
此
の
古
詳
論
は
一
見
，
他
の
も
の
こ
類
を
異
に
し
て
、

筆
爲
年
代
が
李
安
朝
末
期
な
る
こ
ご
を
思
は
し
む
る
も
の

で
あ
る
且
つ
多
く
は
故
紙
を
裏
返
し
て
使
用
し
て
居
る
か

ら
、
B
記
の
裏
面
に
は
此
の
時
代
の
交
書
を
数
多
く
見
る

こ
ご
が
毘
來
、
軍
に
兵
範
記
古
爲
こ
し
て
、
研
究
に
値
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
裏
面
の
古
臨
書
は
奪
重
す
べ
き
此
時

代
の
新
史
料
で
あ
る
。

　
先
づ
此
の
古
身
魂
子
本
の
傳
家
を
考
ふ
る
に
、
是
れ
は

季
松
家
が
古
く
よ
り
傳
へ
だ
の
で
は
な
く
、
其
以
前
は
永

く
現
今
の
近
衛
懸
章
家
に
て
秘
織
せ
ら
れ
て
る
把
や
う
で

第
一
巻
　
叢
訊
　
兵
範
記
に
就
ゼ
て

あ
る
。
此
の
こ
ご
は
兵
範
記
に
附
言
し
て
み
る
尋
松
家
の

時
春
（
寳
暦
四
年
麗
）
の
書
い
騎
兵
比
論
由
來
書
ご
云
ふ
手

稿
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
○
釣
れ
に
よ
れ
ば
、
此
の
時
春
の

顧
父
時
量
の
時
、
近
衛
基
無
公
よ
り
兵
範
記
の
外
範
國
覇

二
三
、
知
信
朝
臣
記
を
ば
李
信
範
の
興
瞳
な
り
こ
し
て
、

尋
松
家
に
賂
ら
れ
陀
も
の
で
あ
る
。
即
ち
手
稿
の
初
に

　
　
右
兵
範
記
（
或
號
人
車
私
兵
蔀
挙
挙
信
範
卿
日
羽
）
二
十
f
岩
（
祉
榊
剛
囎
割
棚

　
　
婦
選
新
裂
漁
礁
）
李
鶴
朝
臣
記
（
講
卿
）
悪

　
　
李
知
信
朝
臣
記
（
者
n
竜
イ
4
蓬
　
　
考
）
葱
者
吾
先
君
兵
部
卿
李
信

　
　
範
卿
順
当
蹟
魔
所
藏
近
衛
殿
下
之
家
塾
也
爾
來
至
於

　
　
驕
臼
太
政
大
臣
基
熈
公
之
世
誠
以
季
違
之
亀
応
分
賜

㌣
顯
粗
考
灌
巾
納
言
時
量
卿
興
滅
繊
絶
唱
大
哉
基
熈
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
て

　
　
之
仁
也
不
意
得
浅
略
（
得
）
至
嘱
於
五
百
有
事
歳
後
突

ご
あ
る
。

　
爾
此
の
手
稿
の
由
來
書
に
記
す
る
、
近
衛
家
よ
り
兵
範

型
を
李
松
家
に
分
湿
し
た
る
事
實
を
他
の
方
面
よ
り
徴
す

べ
き
も
の
は
、
京
都
蟹
走
大
竃
文
科
大
學
國
吏
研
究
室
に

第
三
號

L
㍗
七
．
　
（
四
山
ハ
四
）



第
　
巻
　
叢
訊
　
兵
範
記
に
就
い
て

要
せ
惹
近
衛
単
費
公
の
左
の
書
状
で
あ
る
○

　
昨
晩
得
懇
書
之
庭
醤
客
土
致
即
答
背
本
意
候

　
一
、
詩
歌
甦
儀
等
染
筆
候
條
遙
候

　
　
　
　
ま
　
ゆ
　
　
　
　
　

　
一
、
兵
範
之
事
得
心
意
候
超
然
連
々
懇
情
之
事
第
三

　
　
　
候
條
皇
尊
所
擦
当
事
不
見
場
之
次
第
候
問
労
以

　
　
　
含
甦
度
候
内
意
何
榛
候
哉
不
季
候
へ
共
只
事
留

　
　
　
置
候
は
可
覗
庸
候
心
事
難
壁
儀
は
期
面
謁
候
へ

　
　
　
く
候
謹
言

　
　
　
　
　
二
月
九
日
号
　
　
　
　
　
墓
煕
（
花
押
）

　
　
　
準
々
兵
長
之
事
無
疑
自
筆
少
々
有
之
候
様
存
候

　
　
　
聞
漸
々
被
撰
分
泌
は
其
分
不
残
罪
進
入
居
候
先

　
　
　
憩
之
興
紀
再
出
現
候
專
淋
妙
離
塁
故
重
而
墨
入

　
　
　
事
候
也

　
　
　
　
　
年
松
中
納
言
殿

　
重
れ
に
よ
る
ご
、
時
量
卿
の
懇
望
に
よ
っ
て
墓
熈
公
が

信
範
眞
筆
こ
し
て
兵
範
記
を
分
馳
せ
ら
れ
た
事
が
確
か
に

判
る
も
の
で
め
る
Q
な
ほ
、
此
の
分
與
の
事
を
基
煕
公
の

第
三
號

七
八
ス
墜
ハ
五
）

日
記
で
あ
る
基
撫
公
記
に
就
て
何
年
頃
に
舜
輿
せ
ら
れ
陀

も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
ご
も
知
り
た
く
思
っ
た
が
惜
か

に
知
る
こ
ご
が
轟
來
な
か
つ
セ
、
分
與
の
こ
ビ
は
○
墓
熈
公

記
が
敏
け
て
る
る
延
髄
三
年
以
前
の
事
柄
で
あ
ら
う
こ
も

考
へ
ら
れ
る
の
は
、
基
熈
公
記
を
見
る
ご
、
公
は
花
押
の

書
き
方
を
単
き
年
ご
後
の
方
ご
は
少
し
づ
、
墾
へ
て
る
る

が
、
之
れ
を
さ
き
の
基
熈
公
書
状
に
あ
る
花
押
ご
較
べ
る

嘘
、
基
熈
公
の
早
き
時
代
の
も
の
で
延
寳
三
年
・
の
頃
叉
は

其
以
前
の
も
の
で
な
い
か
ご
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
又
季
松
墨
筆
卿
は
近
衛
基
尊
公
ご
は
親
交
の
あ
っ
た
こ

ご
は
此
の
世
運
公
記
に
殊
入
魂
之
問
な
ご
あ
り
て
時
量
卿

は
よ
一
鞭
術
家
に
出
入
し
、
書
籍
を
貸
遷
し
、
或
は
申
右

記
な
ご
の
古
，
き
目
記
を
協
力
し
て
校
合
し
て
み
る
こ
ご
な

ご
が
見
ね
て
る
る
こ
ご
に
よ
っ
て
十
分
窺
は
れ
る
。

　
樹
又
、
尋
松
雨
量
卿
は
兵
範
記
の
記
潜
な
る
尋
信
範
の

逡
衡
で
あ
っ
て
、
か
の
信
範
の
子
孫
は
後
に
、
酉
洞
院
家

ご
資
し
、
叉
西
洞
院
家
は
時
慶
卿
記
の
記
者
で
あ
る
時
慶



卿
の
第
二
子
時
庸
が
李
松
家
こ
な
り
時
期
の
子
ば
邸
ち
此

の
晴
量
卿
で
あ
る
○

　
か
や
う
に
兵
範
記
記
者
信
範
の
子
孫
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
兵
範
記
の
古
爲
本
が
近
衛
家
か
ら
李
松
家
に
離
塁
し
た

の
で
あ
る
。

　
而
し
て
更
に
近
衛
家
が
此
の
兵
範
記
を
有
せ
し
こ
ご
に

重
て
は
何
等
徴
す
べ
き
資
料
は
な
い
が
、
さ
き
に
吾
入
が

述
べ
π
如
く
近
衛
關
臼
家
ご
李
信
範
こ
の
關
係
よ
り
回
る

も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
考
へ
る
○
此
の
事
は
爾
以
下
に

述
べ
る
吾
人
の
研
究
の
進
む
る
に
從
っ
て
い
よ
く
明
か

に
な
る
こ
ご
、
思
ふ
○

　
　
　
　
近
衛
家
所
藏
ぶ

　
以
上
述
ぶ
る
こ
こ
ろ
に
て
京
都
大
學
官
兵
範
士
の
傳
兼

が
わ
か
る
が
、
巳
に
論
義
家
本
は
近
衛
家
か
ら
出
た
も
の

で
あ
り
、
又
さ
き
の
時
春
手
稿
の
由
來
書
に
は
墓
熈
公
が

「
分
冊
」
せ
ら
れ
π
ご
云
ふ
こ
ご
を
記
し
て
居
る
か
ら
、
兵

範
記
古
爲
本
の
幾
部
は
其
當
時
近
衛
家
に
残
留
し
て
み
る

　
　
　
第
一
巻
　

叢
説
　
丘ハ

ﾍ
獣
咄
に
r
就
い
て

こ
ご
が
推
測
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
○

　
か
く
て
大
正
二
年
の
初
め
、
、
東
京
近
衛
公
欝
邸
に
於
て

所
藏
の
古
記
録
類
を
離
農
す
る
を
許
さ
れ
π
時
、
兵
範
記

古
爲
本
を
捜
索
し
π
の
で
あ
る
が
途
に
見
る
こ
ご
を
得
な

か
つ
把
○
笠
ハ
後
叉
公
欝
家
の
厚
意
に
よ
っ
て
虚
血
京
都
二

二
城
内
に
あ
っ
た
近
衛
家
文
庫
を
見
る
を
得
、
此
庭
に
初

ぬ
て
、
求
め
て
居
つ
元
こ
こ
ろ
の
垂
範
記
の
古
寓
本
に
接

す
る
こ
ご
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
兵
面
癖
古
豊
本
は
近
衛
家
に
斯
て
最
も
貴
重
な
る

も
の
こ
し
て
取
扱
っ
て
居
ら
れ
る
十
五
函
物
ご
云
っ
て
、

十
五
の
函
に
極
め
て
丁
重
に
病
め
ら
れ
て
あ
る
諸
記
録
の

中
に
あ
っ
π
の
で
あ
る
〇
十
五
函
の
中
に
は
御
堂
關
旧
記

後
二
條
關
白
記
、
猪
能
…
關
臼
記
、
及
び
後
法
興
院
政
家
記

等
の
原
本
ご
思
は
る
も
の
が
あ
っ
π
の
で
、
其
等
の
中
に

踏
車
記
こ
し
て
二
函
を
占
め
て
居
る
も
の
が
、
こ
の
李
松

家
の
傳
來
藏
本
の
獲
部
で
あ
っ
セ
の
で
あ
る
○
此
の
古
霧

憲
子
本
は
其
騰
裁
、
紙
、
文
字
凡
て
に
於
て
李
松
家
本
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
七
九
．
（
四
六
六
）



0
暫

　
　
　
　
第
　
一
　
巻
　
　
　
叢
　
　
～
説
　
　
　
丘
ハ
範
一
記
　
に
就
　
い
　
で
、

同
一
で
あ
る
、
裏
面
に
見
る
丈
書
も
又
許
多
あ
り
、
年
次

は
雫
、
松
家
本
に
な
い
も
の
が
近
衛
家
本
に
あ
り
、
彼
れ
に

あ
る
も
の
は
此
の
方
に
は
な
く
、
只
一
憲
の
み
年
月
の
重

複
し
把
も
の
が
あ
る
が
、
之
れ
は
後
に
述
べ
る
が
筆
寓
の

異
つ
紀
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
近
衛
家
の
兵
範
記
古
島
本

は
合
計
二
十
七
窓
、
是
れ
等
を
李
松
家
本
の
二
十
四
憲
ご

合
す
る
ご
総
計
五
十
一
恕
ご
な
る
Q
両
本
を
封
比
し
て
列

記
す
る
ご
左
の
如
く
で
あ
る
○

　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
ゆ
　
　
お

　
　
京
都
大
學
本
（
廿
四
巻
）
　
　
　
近
衡
家
本
（
廿
七
巻
）

○
長
承
元
年
秋
冬
　
　
　
　
　
一
巻

（保
п
A
永
治
、
主
治
、
天
養
、
久
安
、
仁
弔
元
、
欠
）

0
仁
亭
二
年
正
月
二
月

○
同
　
　
　
三
月

○
荷
　
　
　
夏

○
同
　
　
　
秋

○
同
　
　
　
冬

○
仁
平
三
年
春
夏

巻巻巻巻巻巻

0
阿
　
　
　
秋
冬

○
仁
三
四
（
久
講
元
）
年
春

○
同
○
同
○
久
謙
二
年

○
同
○
同
○
翻
案
三
、
俣
元
元
）
年
春

○
同
　
　
　
　
　
夏

0
保
元
元
年

夏年冬秋春秋；夏年
　春　　夏冬　春　 口

巻巻巻巻巻巻手巻豊門

峯

一
巻

○
保
一
兀
二
年
　
　
　
　
冬
、
　
　
　
一
巻

・
（
保
元
三
年
正
、
二
、
三
月
欠
）

八
○
　

（
四
山
ハ
七
）

・
仁
臣
子
鶉
三
脚
（
二
野
〉
悪

○
保
允
元
年

○
保
」
兀
二
年

差
同
○
同
○
同

○
俣
叩
一
π
三
年

　
　
　
　
曹

’
○
同

○
同

秋
　
　
一
巻

九八至自
差月旦春

巻巻巻巻

　　至自
　　七四
冬秋月月

巻巻巻



“

0
仁
安
二
年

春
　
一
国

○
仁
安
三
年
正
月

O
同
　
　
　
二
月

○
同
　
　
　
三
鬼
（
脚
片
）

巻艦巻

（挙

ｰ
永
萬
、
仁
安
元
欠
）

○
仁
安
二
年
三
月

○
同
　
　
　
　
夏

O
同
．
　
　
軟

○
同
　
　
　
　
冬

○
．
仁
安
ご
一
年
一
二
月

oooooo同同製同同同
「

　
夏
七
月
八
見

九
月
十
月
十
一
月

十
二
月

○
仁
安
四
（
嘉
旛
元
）
年
正
月

○
同
　
　
　
二
月

○
同
　
　
　
三
月

策
　
一
　
巻
　
　
　
叢
　
読
　
　
　
兵
範
記
に
就
　
い
　
て

巻・巻巻巻巻懸口巻上巻巻巻巻懸

0
嘉
際
元
年
八
月
九
月

O
承
安
一
苅
年
十
一
n
μ
十
二
月

oo　oc岡岡　嘉匿
○
同
　
　
　
四
月

○
由
無
慮
一
兀
年
五
口
刀
山
ハ
腕
月

十十

月月

一
巻谷巻

此
表
に
表
は
れ
陀
所
に
て
も
、
近
衛
、
大
學
の
両
本
は
同

種
の
も
の
で
め
る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
が
、
欝
両
者
を
合
す

る
も
兵
範
記
の
完
全
な
も
の
で
な
く
、
年
次
の
敏
陥
が
少

し
あ
る
。
他
の
世
上
に
傳
は
る
兵
範
記
に
あ
る
年
次
で
あ

っ
て
も
此
の
古
爲
本
に
白
け
て
み
る
も
の
も
あ
る
。
然
し

此
の
古
副
本
の
債
値
は
年
次
の
完
全
、
叉
は
他
に
比
し
て

多
い
ご
云
ふ
貼
に
て
は
な
く
、
此
厨
記
の
記
者
で
あ
る
李

信
範
其
人
ご
關
係
あ
る
織
に
於
て
最
も
重
き
を
な
す
も
の

こ
云
は
な
け
れ
ば
な
ぢ
ぬ
。

　
　
　
　
　
信
範
の
筆
蹟

　
然
む
ば
此
の
古
寓
本
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
研

究
し
之
れ
を
決
定
す
る
必
要
が
め
る
Q
已
に
さ
き
に
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
が
雲
一
指
　
　
　
　
八
一
　
（
四
山
ハ
八
）



一

　
　
　
第
一
懸
　
叢
貌
　
兵
範
記
ド
就
い
て
．

把
如
く
、
此
鼻
骨
記
は
李
信
範
の
自
筆
本
で
あ
る
ご
云
ひ

憐
へ
ら
れ
把
も
の
、
如
く
、
近
衛
家
か
ら
挙
松
家
に
傳
は

る
ご
き
に
、
爾
か
言
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
古

爲
本
杢
部
を
通
し
て
見
る
ご
き
に
は
留
学
に
は
明
か
に
三

種
ほ
ご
の
異
つ
把
書
膿
の
あ
る
を
認
め
る
、
洞
門
の
書
膿

で
一
窓
通
じ
て
筆
爲
せ
ら
れ
る
た
も
の
も
あ
れ
ば
叉
一
窓

中
二
種
叉
は
三
種
の
異
っ
た
書
論
で
書
き
縫
が
れ
て
る
る

場
合
も
あ
る
。
從
っ
て
此
古
論
本
・
が
信
範
自
筆
本
な
り
こ

す
る
も
此
三
種
中
何
れ
が
信
範
の
も
の
な
り
や
ご
云
ふ
疑

問
が
直
ち
に
超
り
來
ら
な
け
れ
ば
な
ら
膿
。
從
っ
て
、
此

の
古
蔵
本
の
性
質
を
定
め
る
に
於
て
は
先
づ
信
範
の
筆
蹟

を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
・

　
兵
叢
記
記
者
の
李
信
範
の
筆
蹟
の
世
に
傳
は
る
も
の
固

よ
り
多
く
な
い
。
．
漸
く
曇
れ
を
求
め
て
、
高
野
由
文
書
の

中
に
信
範
の
關
係
し
て
み
る
文
書
を
四
通
得
る
こ
ご
が
出

來
だ
。
即
ち
、
寳
簡
集
一
に
あ
る
、
嘉
島
元
年
＋
一
月
二

十
三
“
の
後
臼
洞
院
磨
下
交
。
同
じ
く
黒
月
集
廿
六
に
め

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
八
二
　
　
（
四
山
ハ
九
）

る
信
麓
の
出
せ
る
長
寛
元
年
七
月
廿
五
”
關
…
自
家
政
所
下

文
○
長
寛
元
年
七
月
四
日
及
び
同
廿
五
日
の
書
状
二
通
で

あ
る
、
是
等
の
文
書
中
に
於
て
筆
蹟
を
考
ふ
べ
き
も
の
は

信
範
書
捨
で
あ
る
。
而
し
て
興
筆
致
は
梢
癖
が
あ
る
か
ら

比
較
劃
照
に
は
却
っ
て
都
合
の
好
い
も
の
で
あ
る
。

　
他
の
方
面
で
信
範
の
筆
蹟
を
考
へ
る
資
料
は
、
此
の
兵

範
記
・
育
爲
本
の
裏
面
文
書
の
中
に
信
範
書
落
の
案
文
が
あ

っ
て
中
に
は
信
範
ご
署
名
し
た
も
の
が
め
る
○
仁
李
三
年

春
の
憲
の
裏
面
に
あ
る
書
状
案
に
は
信
範
ご
記
し
て
み
る

望
外
に
爾
全
く
同
一
筆
の
書
芸
の
書
損
じ
が
灰
々
か
ら
登

見
せ
ら
れ
る
の
で
、
是
等
は
信
範
が
他
筆
を
以
て
書
か
し

め
陀
ご
見
る
よ
り
も
、
信
範
自
筆
の
も
の
こ
認
む
べ
き
も

の
で
あ
ら
う
○
省
、
吾
人
が
二
條
城
内
の
近
衛
交
際
内
に

於
て
見
だ
る
季
行
業
筆
記
の
古
寓
本
は
同
じ
く
故
紙
を
使

用
し
π
も
の
で
あ
っ
て
．
、
其
内
に
は
信
範
の
明
か
な
署
名
，

の
あ
る
書
論
三
通
を
見
た
。
是
等
何
れ
も
三
助
記
古
聖
本

の
裏
面
に
見
る
信
範
書
凧
案
ざ
嗣
一
書
風
で
あ
っ
柁
o



　
侮
煩
し
き
や
う
な
れ
ざ
も
、
信
範
筆
蹟
を
考
ふ
べ
き
も

の
は
、
李
松
家
奮
藏
本
こ
し
て
兵
範
記
ご
共
に
近
衛
家
よ

り
分
輿
せ
ら
れ
覧
る
李
範
國
朝
臣
記
一
窓
の
奥
書
で
あ
る

其
奥
書
の
全
文
は

　
　
長
承
二
年
四
月
置
爲
是
伊
豫
殿
御
記
也
、
件
御
自
筆

　
　
記
少
々
先
年
焼
失
、
其
獲
錐
落
々
猫
傳
來
家
君
、
而

　
　
去
保
安
炎
上
之
次
皆
爲
灰
燃
了
、
今
申
請
左
中
丞
所

　
　
書
爲
取
也
、
已
家
之
重
書
錐
愁
巌
巌
、
今
喜
書
之
云
、

　
　
知
我
家
不
断
可
訳
語
公
之
雷
管
。
　
中
宮
樺
少
進
李

　
　
信
範
。

ご
あ
っ
て
、
是
は
信
範
め
曾
租
父
に
あ
把
る
李
範
國
の
自

筆
曲
管
が
焼
失
し
た
る
故
に
、
新
π
に
他
の
も
の
に
依
っ

て
書
慣
し
π
こ
ご
の
由
を
記
せ
る
に
て
、
書
風
範
國
古
爲

．
本
は
時
代
ご
云
ひ
紙
質
墨
色
な
ご
か
ら
見
て
も
奥
書
署
名

の
如
く
長
永
二
年
信
範
の
書
け
る
範
國
記
で
あ
ら
う
ご
考

　
へ
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
り
信
範
の
自
筆
は
此
範
國
記

に
於
て
も
見
る
こ
ご
が
出
懸
る
。

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
兵
藩
法
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
以
上
の
諸
黙
よ
り
し
て
吾
人
は
信
範
の
筆
蹟
を
確
め
る

こ
ご
が
出
鼻
や
う
ご
患
ふ
Q
か
く
て
篭
れ
を
か
の
兵
範
記

の
古
藁
蕎
に
就
い
て
引
合
は
す
ら
ば
、
信
範
自
筆
を
確
め

得
る
の
で
め
る
。

　
前
に
述
べ
し
兵
範
三
種
の
書
聖
中
其
一
・
種
は
確
か
に
僑

範
自
筆
ご
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
立
口
添
に
幽
し
把

る
も
の
は
其
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
古
説
本
の
性
質

　
信
範
の
筆
蹟
よ
り
見
て
、
此
の
古
藤
本
は
確
か
に
信
範

の
自
筆
の
交
れ
る
も
の
な
る
を
知
る
が
。
省
少
し
く
詳
か

に
此
古
雀
子
本
の
性
質
を
明
か
に
し
π
い
。

　
筋
剛
に
．
金
々
出
癖
べ
把
如
く
、
此
賢
良
に
は
｛
畏
面
に
一
数
多
く

の
文
書
を
見
る
が
古
市
本
の
性
質
を
考
ふ
る
上
に
於
て
特

に
注
意
す
べ
き
こ
ご
は
、
此
等
裏
面
交
書
の
中
、
書
状
等

に
宛
名
の
あ
る
も
の
を
見
る
に
、
共
宛
名
に
は
、
甲
斐
判

官
鷺
流
、
甲
斐
灌
守
殿
、
頭
班
殿
、
六
條
李
三
位
殿
、
六

條
殿
、
李
少
納
言
殿
、
左
京
権
大
唐
紅
、
な
ご
が
多
い
、
共

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
三
　
（
四
七
〇
）

、



第
一
燃
巷
　
叢
撒
説
　
喩
ハ
範
隷
構
に
就
い
て

中
に
も
甲
斐
判
官
代
、
甲
斐
構
守
、
頭
足
、
な
ご
は
特
に

多
く
見
る
。
而
し
て
此
等
宛
名
を
埋
入
を
さ
し
把
も
の
で

あ
る
か
ご
言
は
い
、
即
ち
兵
翼
壁
記
潜
な
る
、
李
信
範
其
人

で
あ
る
こ
ご
が
判
る
○
左
京
権
大
夫
、
甲
斐
権
守
、
甲
斐

判
官
代
、
少
納
言
、
頭
割
な
ご
は
信
範
の
官
歴
に
相
覚
し
、

六
條
は
信
範
の
住
所
に
外
な
ら
ぬ
○

　
宛
名
な
ご
の
へ
1
5
い
他
の
種
類
の
文
書
に
て
年
號
の
あ
る

も
の
を
見
る
も
信
範
妓
後
の
年
の
も
の
は
一
も
な
い
。
此

の
事
は
、
直
ち
に
、
此
兵
革
記
の
用
紙
は
信
範
に
宛
て
把

る
書
状
等
の
故
紙
を
用
ひ
π
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
告
げ
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
古
爲
本
の
性
質
を
考
へ
る
上
に
極
め

て
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
Q
叉
一
方
此
古
記
の
筆
墨
を
な

し
た
人
も
信
範
其
人
で
あ
る
か
然
ら
す
も
少
く
こ
も
信
範

ご
線
の
無
い
人
で
な
い
こ
ご
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
吾
人
．

は
此
織
よ
b
言
ふ
も
信
範
の
自
筆
を
考
讃
す
る
上
に
有
力

な
る
讃
慷
こ
な
る
べ
き
も
の
こ
考
へ
る
○

　
さ
で
前
項
に
の
べ
泥
如
く
此
兵
範
宮
古
爲
本
に
は
信
範

第
三
號

八
四
　
（
四
七
一
）

の
自
筆
が
あ
る
こ
ご
を
確
か
に
言
ふ
こ
ご
が
出
塁
る
が
共

れ
ご
共
に
他
に
二
種
の
筆
が
あ
る
こ
ご
も
言
ふ
陀
○
さ
れ

ば
此
兵
強
記
は
信
範
自
筆
も
あ
り
、
他
筆
も
あ
る
こ
ご
、

な
る
の
で
あ
る
Q
尤
も
此
臼
記
は
其
日
其
日
の
書
縫
ぎ
で

は
な
く
後
に
通
し
て
浄
為
し
た
も
の
で
あ
る
。
信
範
自
筆

の
分
も
其
臼
其
日
の
筆
録
で
は
な
い
○
後
に
自
分
の
日
記

を
浮
寓
し
π
も
の
こ
認
め
る
の
で
あ
る
○
叉
他
筆
の
分
は

是
は
信
範
其
人
が
他
人
を
し
て
浄
課
せ
し
め
た
も
の
で
あ

っ
て
後
人
が
信
範
ご
異
っ
π
時
代
に
浮
野
し
π
も
の
で
は

な
い
の
で
、
共
の
理
由
は
、
他
筆
の
も
の
を
見
て
行
く
間

に
、
保
元
二
年
の
春
の
憲
の
中
に
は
、
交
中
に
朱
書
に
て

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
を
っ
け
傍
に
以
下
註
也
ご
寵
し
叉
少
し
下
に
」
を
っ
け

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
、
以
上
註
也
ご
傍
書
し
て
み
る
所
が
め
る
。
是
の
朱
書

は
、
蓋
し
註
記
こ
し
て
割
り
書
、
又
た
は
細
書
す
べ
き
部

分
が
、
誤
っ
て
本
文
励
様
に
離
農
せ
ら
れ
柁
こ
ご
を
訂
し

陀
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
知
る
の
で
あ
る
。
而
も
其
黒
豆
ご

記
せ
る
文
字
は
細
れ
、
紛
ふ
方
な
き
信
範
の
例
の
癖
の
あ



る
筆
蹟
で
あ
る
。
故
に
之
れ
は
儒
範
が
自
ら
訂
志
し
起
も

の
こ
認
め
る
の
で
あ
る
。
叉
か
う
云
ふ
風
に
見
て
行
く
ご

他
筆
の
憲
に
限
っ
て
所
々
、
本
交
の
行
の
改
ま
る
所
な
ご

に
朱
を
以
て
合
図
を
し
て
み
る
Q
樹
他
筆
の
分
に
は
よ
く

裏
面
に
於
て
信
範
自
筆
の
記
入
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
筆
が

脱
漏
を
な
し
π
を
補
ふ
把
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
此
等
よ

り
し
て
他
筆
の
も
の
も
僑
範
自
ら
が
綾
合
を
し
π
も
の
だ

ξ
考
へ
る
の
で
あ
る
○

　
而
し
て
角
筆
ご
認
む
る
も
の
は
、
仁
彫
、
久
壽
、
保
元

の
如
き
年
代
の
早
き
も
の
に
多
く
、
他
筆
は
、
仁
安
、
嘉
癒

な
ざ
の
後
の
方
に
多
い
、
一
騎
の
内
に
、
自
筆
ご
他
筆
の

交
る
も
の
も
後
の
年
代
に
至
る
に
從
ひ
て
自
筆
の
部
分
少

く
な
る
や
う
で
あ
る
○
且
つ
一
寸
注
意
す
べ
き
黙
は
後
の

方
の
年
代
の
も
の
に
は
、
只
共
見
返
の
こ
こ
ろ
に
少
し
自

筆
が
あ
る
も
の
が
多
い
○

　
吾
入
は
僧
上
の
事
實
か
ら
推
測
し
て
此
の
右
心
本
は
嘉

す
る
に
信
範
の
日
記
を
信
範
自
ら
浄
寓
し
だ
る
も
の
に
し

第
一
巻
　
叢
説
　
兵
範
認
に
就
い
て

て
而
も
誉
れ
は
相
倍
長
き
年
月
を
費
し
た
も
の
に
て
信
範

の
晩
年
に
あ
た
り
、
認
め
に
後
の
部
分
は
他
入
を
し
て
筆

薫
せ
し
め
、
自
ら
は
共
校
合
を
な
し
た
る
に
止
り
、
只
共

見
返
の
部
分
に
同
窓
牧
む
る
こ
こ
ろ
の
主
要
ご
思
惟
す
る

記
事
の
要
目
を
薗
筆
に
て
記
入
し
た
る
も
の
に
て
、
見
返

の
文
字
の
如
き
は
何
こ
な
く
老
爺
の
如
き
域
あ
る
も
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
此
等
古
樋
管
は
記
蔚
の
自
筆
・
を
多
く
有

す
る
ご
こ
ろ
の
兵
範
記
原
本
ご
断
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る

　
か
く
、
京
都
大
學
及
び
近
衛
家
所
藏
の
聖
賢
記
を
以
て

原
本
ご
漸
定
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
叢
に
最
も
信
頼
す
べ

き
兵
叢
記
を
得
陀
こ
ご
を
先
づ
喜
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

盗
れ
を
流
布
本
ご
比
較
す
る
に
、
其
年
次
に
於
て
も
前
に

も
蓮
べ
だ
如
く
完
全
で
な
い
。
縛
焦
せ
ら
れ
て
傳
は
る
も

の
に
も
爾
此
原
本
以
外
の
年
記
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。

是
れ
永
き
歳
月
の
経
過
の
内
に
原
本
の
一
部
が
何
庭
に
か

散
署
し
だ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誠
に
惜
し
む
べ
き
限
り
で

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
八
五
　
（
四
七
ご
）



撃

　
　
　
第
一
巻
．
叢
説
兵
範
記
臣
就
い
て

あ
る
Q
樹
叉
現
存
す
る
原
本
ご
諜
報
の
諸
本
の
記
事
を
褒

窮
す
る
に
、
鳴
れ
に
よ
り
て
月
日
等
の
脱
漏
を
補
ひ
、
’
魯

魚
の
誤
り
を
訂
す
る
こ
ご
が
導
く
な
．
い
Q
吾
人
が
見
た
る

賀
茂
御
韻
憩
就
所
藏
本
、
又
は
浮
松
塚
奮
藏
潴
子
本
な
ざ

＼
＾
封
稜
す
る
に
、
此
両
種
の
如
き
は
流
布
の
傳
為
本
こ
し

て
は
頗
る
良
本
影
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
草
隷
漏
謎
爲
を

認
め
得
る
の
で
あ
る
〇
一
一
の
こ
ご
を
此
庭
に
述
ぶ
る
こ

ご
は
許
さ
れ
な
い
が
例
へ
ば
加
茂
御
湘
．
鮭
本
の
保
元
元
年

七
月
初
の
こ
こ
ろ
、
李
罵
言
子
本
み
嘉
慮
元
年
八
／
1
の
一

部
等
は
傳
寓
の
際
の
脱
漏
で
あ
る
こ
ご
を
認
め
る
。
其
他

文
字
の
誤
謬
脱
漏
に
つ
き
て
は
到
底
其
暴
ぐ
る
の
煩
に
堪

ね
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
裏
面
の
文
書

　
此
兵
範
記
か
裏
面
に
多
く
の
選
書
を
保
存
せ
し
こ
ご
は

又
、
此
古
寓
本
の
償
値
を
零
し
元
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し

て
莫
文
書
の
数
約
九
百
通
に
及
ん
で
み
る
。
胤
つ
此
等
古

文
書
は
年
代
に
建
て
殆
ん
ご
皆
同
じ
や
う
の
時
代
で
あ
り

第
三
號

八
山
ハ
　
（
四
・
七
三
）

兵
範
紀
記
者
ご
何
等
か
の
關
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら

ロバ

ﾐ
置
た
る
文
書
の
集
合
で
な
い
こ
こ
ろ
に
儂
値
が
あ
る

ε
言
ふ
こ
ご
が
出
灯
る
。

文
書
の
内
年
號
の
分
る
も
の
は
久
安
の
も
の
が
古
く
、
新

ら
し
き
も
の
に
は
治
承
、
元
暦
な
ご
の
も
の
が
あ
る
。

　
此
等
文
書
の
種
類
を
見
る
に
、
公
私
に
亘
り
て
其
種
類

甚
だ
多
い
○
虚
旦
ロ
日
、
院
趣
旦
、
　
十
穀
以
駁
毛
偶
、
山
奏
臓
狐
、
解
な
・
ご

か
ら
長
者
宣
、
政
所
下
交
、
申
文
、
途
文
、
直
交
、
書
駄
の

激
多
く
が
あ
る
・
其
他
具
注
暦
が
あ
る
・
爾
書
状
案
ご
見

る
べ
き
添
削
を
施
し
た
り
、
中
途
ま
で
よ
り
書
き
て
な
い

も
の
な
ご
が
あ
る
Q
是
等
は
吾
人
が
さ
き
に
考
讃
し
忙
信

範
の
筆
蹟
ご
同
筆
の
も
の
で
あ
る
。

　
是
等
数
百
の
文
書
は
文
書
の
比
較
的
少
な
い
此
時
代
の

新
史
料
で
あ
り
、
又
古
文
書
賃
上
に
て
は
時
代
の
文
書
の

様
式
等
の
研
究
の
　
長
考
こ
な
る
は
勿
論
で
あ
る
が
㍉
又
是

等
文
書
中
に
は
色
々
の
人
の
筆
蹟
を
見
る
・
と
が
出
町
る
。

筆
蹟
の
中
に
は
、
歴
史
上
有
名
な
る
入
の
も
の
も
存
し
て



岬

居
る
。
殊
に
此
時
代
即
ち
季
安
朝
末
期
は
保
元
、
季
治
物

語
こ
か
李
家
物
語
、
源
季
盛
衰
記
の
如
き
軍
記
物
に
よ
り

て
傳
へ
ら
れ
、
此
等
軍
記
物
は
導
く
世
間
に
譲
ま
れ
把
所

か
ら
、
物
語
中
に
見
は
れ
曲
る
人
の
名
の
世
に
知
ら
れ
て

み
る
も
の
が
多
い
。

　
是
等
文
書
中
、
名
の
あ
る
も
の
を
二
三
例
に
畢
げ
て
見

る
ε
、
先
づ
清
原
頼
業
に
關
係
す
る
も
の
が
三
逼
あ
る
○

清
療
頼
業
は
継
述
溢
の
博
士
こ
し
て
（
口
同
倉
天
皇
の
侍
讃
ζ

し
て
磐
代
無
双
の
墨
画
ご
幕
せ
ら
れ
叉
羅
宗
盛
に
弊
政
を

改
革
す
べ
き
こ
ご
を
説
い
元
こ
ご
、
或
は
京
都
の
西
、
嵯

峨
車
折
明
朗
の
黙
黙
ご
し
て
世
に
知
ら
れ
て
み
る
こ
こ
ろ

で
あ
る
が
、
此
の
頼
業
の
自
筆
だ
こ
思
は
れ
る
書
欺
が
仁

安
二
年
秋
の
窓
の
裏
面
か
ら
串
た
Q
此
れ
は
口
維
寓
箕
に

見
る
如
く
、

　
　
　
　
留
主
使
召
外
記
被

　
　
　
　
仰
下
爾
器
楽
官
事

　
　
　
　
候
即
以
時
忠
朝
臣
被
補

　
　
　
節
一
懸
　
脇
蝶
…
説
　
兵
範
瓢
に
就
い
て

　
　
　
　
頭
候
了
恐
々
、
謹
言

　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
臼
　
　
大
外
記
頼
業

ご
あ
る
も
の
で
あ
る
○

術
頼
業
の
も
の
に
は
仁
李
三
年
七
月
八
口
の
裏
に
申
文
が

φ
る
。

　
　
正
五
位
下
行
大
舎
人
頭
兼
大
外
記
備
後
構
介
清
原
興

　
　
人
頼
適
々
慎
誠
恐
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
　
　

　
　
　
誌
愚
蒙
天
恩
因
准
先
例
罷
所
帯
備
後
灌
介
以
男
正

　
　
　
ふ
職
位
・
上
康
□
　
　
拝
任
圖
童
日
玄
馬
番
＋
工
殿
一
掃
部
允
胤
守
闘

　
　
　
状

　
　
右
頼
業
謹
槍
案
内
爲
大
外
記
者
罷
所
帯
遙
授
以
息
子

　
　
申
□
司
三
分
者
古
今
之
芳
規
也
近
鋼
中
原
虚
業
嗣
師

　
　
元
朝
聖
壇
師
省
等
是
也
於
師
元
者
爾
度
有
二
恩
於
師

　
　
術
渚
錐
位
次
□
鵬
去
年
以
師
倫
串
任
内
灘
少
允
三
三

　
　
彼
等
例
被
優
櫨
□
謂
細
濁
望
請
天
恩
被
罷
備
後
樺
介

　
　
以
件
康
家
被
拝
三
等
閾
者
賂
蹴
上
奉
公
之
笛
尖
頼
業

　
　
誠
怪
誠
恐
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
入
七
　
へ
四
七
四
）
　
，
，



第
一
巻

叢
説
　
兵
帯
説
に
就
い
て

　
　
　
仁
安
二
年
十
二
月
十
日
正
五
位
下
行
大
塩
人
頭
兼

　
　
　
大
外
記
備
後
益
虫
清
原
眞
入
学
□

こ
め
る
。
是
れ
は
頼
業
が
所
帯
の
備
後
権
介
を
罷
め
共
男

康
家
を
し
て
圖
書
論
蕃
主
殿
掃
部
允
等
闘
に
拝
任
せ
ら
れ

ん
事
を
請
ふ
忙
も
の
で
あ
る
○
樹
騙
れ
ご
同
檬
の
文
意
の

南
文
が
又
一
麺
仁
安
三
年
十
一
月
憲
の
裏
よ
り
霞
セ
。
其

臼
付
は
前
の
も
の
よ
り
後
る
、
芝
三
一
1
即
ち
仁
安
二
年
十

二
月
十
三
日
に
て
、
文
意
は
前
者
の
拝
任
圖
書
方
蕃
圭
憾

言
部
允
等
閾
云
々
ご
あ
る
所
が
、
此
れ
に
は
只
圭
殿
掃
部

雨
露
闘
、
ご
あ
る
ば
か
り
で
其
他
に
て
は
殆
ん
ざ
直
様
で

あ
る
○
頼
業
の
怠
康
家
の
名
は
電
面
分
豚
に
は
漏
れ
て
み

る
○
頼
業
の
男
子
第
四
男
ご
書
い
て
あ
る
も
の
が
居
る
に
、

實
際
三
人
の
男
子
よ
り
暴
が
つ
て
み
な
い
の
は
継
れ
に
よ

り
で
補
ふ
こ
と
が
幽
來
る
か
ご
考
へ
る
Q
此
の
申
交
が
豊

代
の
官
職
制
度
の
一
部
を
窺
ふ
材
料
に
な
る
こ
ご
は
勿
論

で
あ
る
が
兎
に
角
頼
業
に
關
す
る
丈
書
の
三
通
を
登
見
し

彪
る
こ
ご
に
て
も
珍
ら
し
い
も
の
こ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

第
三
號

八
八
　
（
四
七
五
）

　
而
し
て
街
他
に
帯
代
の
も
の
で
名
、
の
知
ら
れ
て
み
る
も

の
を
翠
ぐ
る
ご
藤
原
邦
綱
が
あ
る
。
邦
綱
は
關
臼
忠
通
の

家
司
こ
な
り
、
重
用
せ
ら
れ
、
藤
原
氏
李
氏
の
間
に
立
ち

て
劃
策
し
玉
器
清
盛
の
帷
幕
に
あ
り
て
、
春
嵐
を
重
ね
π

人
で
あ
る
。
邦
綱
が
近
衛
家
に
出
入
し
惣
も
の
で
あ
る
か

ら
、
信
範
ご
同
機
な
る
地
位
に
あ
り
し
こ
ご
故
、
邦
綱
の

書
状
は
五
六
通
之
れ
を
見
る
こ
ご
が
出
合
る
・
恐
ら
く
何

れ
も
自
筆
の
も
の
だ
こ
考
へ
ら
れ
る
○

　
又
藤
原
光
瓢
は
か
の
李
治
物
語
の
「
光
頼
卿
墾
内
」
の
條

に
、
否
治
の
織
の
主
謀
者
だ
る
藤
原
信
頼
を
廟
議
の
座
に

於
て
憎
怖
せ
し
め
陀
る
物
語
の
あ
る
こ
ご
に
よ
り
、
世
に

傳
は
る
も
の
で
あ
る
が
、
仁
李
二
年
二
月
黒
瀬
に
こ
の
光

電
奉
書
…
通
を
見
出
し
陀
O

　
　
　
來
廿
一
日
可
有
馬

　
　
　
入
内
事
前
載
量
被

　
　
　
墾
勤
皇
依

　
　
　
御
氣
色
執
達
如
件



，

　
　
　
　
　
四
月
七
日
　
　
　
…
擢
右
中
暑
光
子
　
　
　
　
　
是
は
、
重
盛
自
筆
ご
認
む
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
、
源

　
　
　
　
甲
斐
権
守
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位
頼
政
の
悔
是
も
自
筆
・
か
ご
考
へ
る
べ
き
講
丈
一
通
が

ざ
あ
っ
て
是
れ
久
亥
六
年
四
月
廿
一
日
近
衛
天
皇
の
中
宮
、
あ
る
。
其
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

藤
原
呈
子
の
入
内
に
つ
き
前
騙
す
べ
き
こ
ご
を
光
頼
よ
り
　
　
　
　
來
膏
二
日
法
勝
寺
常
行

兵
範
記
記
者
李
信
範
に
命
じ
元
も
の
で
あ
る
○
藤
原
呈
子
　
　
　
　
堂
御
翠
雲
御
布
施
取
　
の

は
巾
心
通
が
其
子
こ
し
て
入
内
せ
し
め
し
π
こ
こ
ろ
に
し
て
　
　
　
看
束
帯
已
謝
青
倉

纏
大
納
言
藤
原
伊
麺
の
女
に
し
て
、
是
れ
よ
り
先
き
左
大
■
　
　
塞
勤
之
由
謹
所
以

怪
頼
長
が
内
大
臣
藤
療
公
能
の
女
を
猫
子
こ
し
て
入
内
せ
　
　
　
去
年

し
め
、
中
宮
こ
な
り
し
に
欝
抗
し
忙
も
の
で
、
保
元
の
臨
　
　
　
　
九
月
骨
縫
　
　
頼
　
　
政

の
一
原
因
を
な
す
事
件
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
あ
り
て
％
是
れ
は
堀
河
院
母
后
賢
子
中
宮
の
御
三
忌
に

　
か
く
公
卿
に
て
は
其
他
に
も
樺
右
中
辮
藤
原
光
房
、
式
寂
す
る
も
の
○
叉
頼
政
の
子
に
て
、
季
宗
盛
ご
馬
の
こ
ご

部
大
輔
藤
凍
永
範
、
左
少
辮
斎
言
家
．
藤
原
公
器
な
ご
の
か
ら
怨
恨
を
懐
一
に
二
つ
π
ご
云
ふ
物
語
の
あ
る
、
源
仲

累
々
が
あ
め
、
又
有
名
な
る
藤
原
成
親
及
び
再
大
輪
源
雅
　
綱
の
文
書
は
五
通
あ
っ
て
、
隠
岐
守
仲
綱
ご
あ
る
も
の
一

通
か
ご
推
定
せ
ら
る
、
も
の
等
が
多
く
あ
る
。
　
　
　
　
　
通
、
伊
豆
守
手
感
電
ご
あ
る
も
の
四
麺
、
前
者
は
是
も
法

　
武
家
の
方
に
て
は
、
先
づ
導
重
盛
の
書
状
の
漸
騰
が
あ
　
勝
寺
御
悩
事
布
施
落
掌
皆
勤
の
請
文
で
あ
っ
て
、
後
者
は

る
。
「
申
母
野
恐
々
謹
、
言
　
十
月
一
1
1
　
重
盛
」
の
懸
字
の
　
五
節
舞
姫
を
献
ず
べ
き
御
敷
書
の
請
文
、
及
び
國
中
の
事

み
で
前
交
が
失
は
れ
て
る
る
の
は
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
が
　
情
を
述
．
べ
て
、
漏
れ
を
僻
す
る
の
書
状
で
あ
る
。
是
等
の

　
　
　
第
一
巻
　
叢
説
　
兵
範
記
に
就
い
イ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
八
九
（
四
七
六
）



第
一
巻
　
叢
説
　
丘
軌
範
記
に
就
い
て

外
、
省
保
元
の
蝕
に
天
皇
方
に
源
義
朝
ご
共
に
馳
せ
減
じ

舞
鶴
脱
髄
源
義
康
照
射
方
の
李
忠
正
の
書
朕
が
あ
る
○

其
他
儒
に
て
は
有
名
な
る
天
台
座
愚
論
雲
の
も
の
こ
思
は

る
も
の
が
あ
る
。
…
樺
僑
正
明
雲
ご
讃
ま
る
べ
き
署
名
の
あ

る
｛
慶
賀
を
述
べ
ヤ
垂
闘
駅
が
一
捕
…
あ
っ
π
o
又
保
一
兀
観
に
左

府
頼
長
．
し
志
を
同
じ
う
し
て
悪
俗
を
募
っ
セ
南
都
の
偲
玄

馬
の
詰
文
な
ご
あ
り
、
歌
人
こ
し
て
は
藤
原
範
衆
の
如
き
、

陰
陽
道
に
て
は
嶋
脇
在
中
安
倍
勝
道
の
勘
交
、
書
状
が
あ

り
悔
中
原
、
惟
宗
、
坂
上
、
丹
波
面
長
の
申
文
類
或
は
佛

輝
康
助
の
注
文
な
ご
を
見
る
こ
ご
が
出
遺
る
。

　
さ
て
、
裏
面
文
書
の
内
容
に
っ
き
有
識
し
見
る
に
、
兵

範
記
記
者
信
範
の
家
並
に
職
務
に
關
す
る
の
で
あ
る
こ
．
こ

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
、
從
っ
て
爾
志
係
か
ら
共
交
書
の
内

容
に
は
一
の
限
定
が
あ
る
課
で
あ
る
。

　
先
づ
此
等
交
書
中
、
注
意
を
惹
《
こ
ご
は
、
申
丈
ご
庄

園
に
關
す
る
・
叉
書
の
多
い
こ
ご
で
あ
る
。
此
れ
は
、
信
範

の
職
務
が
然
ら
し
め
だ
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
叙
位
任
官
の
申

第
三
號

九
〇
　
（
四
七
七
）

丈
は
殆
ん
ご
百
五
十
浦
…
に
及
び
、
民
部
刑
部
治
部
等
の
諸

省
、
諸
陵
寮
妙
華
司
、
隼
人
司
西
市
司
勘
解
由
翠
苔
の
諸

寮
司
、
明
純
論
法
陰
陽
等
の
諸
滋
の
墨
奏
に
係
る
も
の
、
年

給
叙
欝
、
成
功
等
あ
り
て
諸
方
面
に
亘
り
て
居
る
が
故
に

交
書
楼
式
研
究
め
好
資
料
π
る
は
勿
論
、
是
等
内
容
は
諸

種
の
史
實
を
語
る
も
の
で
あ
る
、
殊
に
聖
代
に
鞭
て
盛
に

行
は
れ
把
私
物
を
以
て
公
用
に
充
て
其
功
に
依
っ
て
官
を

望
む
の
風
は
此
等
申
文
の
中
に
於
て
成
功
の
申
文
が
殊
に

数
多
き
を
見
て
知
る
こ
ご
が
出
摩
る
。
是
等
成
功
の
申
文

の
研
究
は
叉
當
代
祇
會
の
事
情
を
窺
ふ
こ
ご
を
得
る
も
の

に
し
て
是
等
に
つ
い
て
は
他
日
筆
を
改
め
て
論
じ
て
見
π

く
思
ふ
Q

　
省
雑
劇
に
於
て
は
所
領
庄
園
に
關
す
る
問
題
が
多
い
。

是
等
の
訴
訟
等
に
諭
す
る
交
書
が
叉
多
く
あ
る
○
信
範
は
・

關
白
藤
原
忠
通
の
家
司
で
あ
る
ゆ
へ
、
關
臼
家
所
領
に
つ

い
て
の
庶
務
に
あ
π
つ
π
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
此
方
面
の

關
怪
文
書
も
多
い
の
で
あ
る
Q
是
等
交
書
中
に
は
關
臼
家



の
所
．
領
ε
し
て
名
の
よ
く
知
ら
れ
て
み
る
も
の
も
あ
り
、

又
相
傳
の
分
明
な
も
の
な
ご
も
あ
る
。
此
等
文
書
中
に
は

越
前
方
上
圧
、
播
磨
坂
越
大
江
島
庄
に
嘉
す
る
も
の
な
ざ

が
あ
り
北
ハ
他
に
て
も
宇
坂
、
（
越
前
）
海
野
（
信
濃
）
郡
戸
（
信

濃
）
小
繋
（
近
江
）
小
弓
（
尾
張
）
美
田
（
美
濃
）
櫟
原
、
有
間

（
紀
伊
）
世
賀
（
播
磨
、
等
の
庄
、
松
茸
御
薗
（
山
城
）
柿
御
薗

（
近
江
）
等
の
も
の
が
あ
り
、
省
膿
漏
を
畢
ぐ
る
な
ら
ば
、

新
居
、
井
上
、
米
木
、
糎
並
等
数
多
い
。
中
に
は
書
籍
ご
庄

園
こ
の
紛
織
に
つ
き
當
代
庄
園
の
制
の
一
部
を
伺
ふ
に
足

る
も
の
が
あ
る
○
修
理
大
夫
灸
日
書
状
に
は
小
弓
御
庄
ご

尾
張
國
司
こ
の
間
に
紛
糾
を
生
じ
國
司
は
新
制
に
よ
っ
て

大
治
元
年
以
後
の
庄
を
煮
溢
す
べ
き
王
を
以
て
し
、
庄
園

沙
汰
入
ご
の
間
に
、
新
制
適
用
王
の
解
鐸
を
異
に
せ
る
も

の
あ
り
し
こ
、
ご
を
知
る
こ
ご
の
出
罵
る
の
が
あ
る
。
此
の

如
ぎ
類
の
庄
園
に
揺
す
る
訴
の
如
き
又
東
三
條
院
の
御
願

な
る
慈
徳
寺
所
司
解
に
見
る
寺
領
内
の
住
人
こ
の
雫
な
ご

め
如
き
寺
院
領
に
關
す
る
も
の
な
ご
多
く
を
見
る
こ
ご
が

　
　
第
一
巻
　
叢
設
　
二
親
記
に
就
い
．
て

出
凍
、
庄
園
研
究
に
於
て
は
重
要
な
る
時
代
で
あ
り
な
が

ら
皇
家
資
料
の
乏
し
か
っ
た
此
の
李
安
置
の
庄
園
に
關
す

る
資
料
を
多
く
保
存
し
て
み
る
ご
は
此
研
究
に
於
て
注
意

す
べ
き
、
し
こ
ろ
で
あ
ら
う
、
こ
思
ふ
。

　
共
他
裏
面
の
文
書
に
於
て
は
信
範
の
家
が
記
録
の
家
、

H
記
の
家
で
あ
っ
π
が
だ
め
、
儀
式
故
意
に
果
る
こ
ご
に

つ
い
て
の
書
案
類
が
多
く
、
虹
吊
れ
に
署
す
る
書
籍
の
貸
借

等
の
書
燕
を
見
る
、
其
中
に
は
江
次
第
、
．
叢
林
縫
目
な
ざ

の
書
名
が
見
ぬ
、
共
感
鞘
管
ご
云
ひ
記
録
難
例
ご
云
ふ
も

の
を
貸
借
し
て
み
る
事
を
認
め
る
。
　
　
　
＼

　
術
、
載
荷
購
溢
の
家
な
尉
丹
波
知
康
に
幽
す
る
叢
書
書

物
が
ご
｝
通
出
で
喜
色
留
術
の
こ
ご
殊
に
其
實
際
の
状
態
を

窺
ふ
こ
ご
を
得
る
。

　
　
　
給
旨
謹
承
候
了
今
日

　
　
　
療
治
事
共
揮
漏
壷
彷
明
H

　
　
　
可
饗
候
也
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
十
一
月
十
二
臼
　
　
主
税
愛
知
康

　
　
　
　
　
　
　
第
三
雛
　
　
九
一
　
（
凶
七
八
）



第
一
巻
　
叢
…
説
　
昆
ハ
倣
職
“
記
に
■
軌
絨
い
て

に
て
論
巳
一
3
を
承
り
回
り
ざ
錐
術
日
次
の
忌
む
べ
き
に
よ
り

療
治
を
延
引
せ
し
め
覚
る
當
代
陰
陽
道
流
の
思
想
の
勢
力

を
知
る
こ
ご
が
島
來
、
叉
之
れ
を
關
聯
す
る
ご
思
は
る
左

の
書
款
に
よ
り
て
学
術
ご
黒
雲
の
書
記
を
窺
ひ
得
る
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

　
　
　
御
舌
合
燗
給
費
煎
甘
草

　
　
　
汁
含
之
叉
煎
黄
蘂
汁

　
　
　
冷
含
漱
之
可
腰
試
御
零

　
　
　
叉
足
裏
可
合
當
焼

　
　
　
石
瀬
也
　
恐
悼
…
謹
言

　
　
　
　
十
一
月
十
四
麺
　
　
知
　
　
康

　
術
具
注
暦
は
保
延
五
年
、
永
治
元
年
、
仁
季
三
年
、
の

も
の
で
何
れ
も
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。

　
か
や
う
に
裏
面
文
書
は
前
に
も
述
べ
陀
如
く
廣
く
諸
方

面
に
は
亘
っ
て
居
ら
な
い
で
信
範
共
人
ご
關
係
の
あ
る
性

質
の
も
の
で
あ
る
が
併
し
爾
是
等
文
書
の
種
々
の
黙
よ
り

第
三
號

九
二
　
（
四
七
九
）

研
究
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　
要
す
る
に
、
此
の
層
楼
記
は
黄
蓮
の
如
く
諸
種
の
黙
に

極
め
て
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
，
從
來
李
三
期
の
記

録
は
脚
数
少
か
ら
す
あ
る
が
多
く
は
長
き
年
代
の
聞
に
縛

爲
又
穂
爲
せ
ら
れ
陀
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
、
記
録
の

年
次
、
月
臼
の
鉄
落
や
傳
寓
の
際
に
於
け
る
魯
魚
の
誤
が

多
い
も
の
で
あ
る
が
、
兵
叢
記
は
叢
に
最
も
信
頼
す
べ
き

自
筆
本
の
繊
現
に
よ
り
て
歴
史
研
究
者
を
賛
す
る
こ
ご
が

多
い
ご
思
ふ
○

本
稿
纏
大
趾
三
年
五
月
史
學
研
究
會
例
曾
席
上
に
於
け
る
講
演
に
多
少

の
補
正
を
加
へ
れ
う
も
の
で
あ
る
。

此
兵
範
記
調
査
を
な
す
に
あ
れ
り
、
京
都
大
學
敏
授
内
田
三
浦
両
先
雄

の
素
質
を
扇
ぎ
　
同
大
學
國
史
耐
究
室
高
橋
萬
次
郎
君
よ
纏
幾
多
助
ハ
満

を
粗
ハ
へ
ら
れ
叉
近
徳
…
公
爵
家
に
璽
於
て
は
…
同
家
所
噺
城
の
圖
漁
晶
園
臨
某
に
■
於
て
、

特
に
厚
意
を
馨
ぜ
ら
れ
れ
ろ
こ
ミ
に
深
く
謝
す
る
ミ
こ
ろ
で
あ
る
。

I
I
I
ー
ー
ー
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Ψ
一
T
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1


